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ラ ッ ト脳の cho ］ine　aceyltrasferase に対す る単一ク ローン抗体

市川友行 ， 石 田　功，出口 武夫 （東京都神経研）

MonDclonal 　 ant 三bodies　to　choline 　acetyltansferase 　of 　rat　brain

TOMOYUKI 　 IC田 KAWA ，
　ISAQ　 IS田 DA ，　 TAKEO 　 DEGUCHI

　ア セ チ ル コ リン （ACh ）合成酵素で ある choline 　acetyltransferase （ChAT ）を ラ ッ ト脳 よ り精製 し・ハ

イ ブ リ ドーマ 法 を 用 い ，単
一P ロ

ーソ 抗体を作製した。得 られ た 2 種 の 抗体 （Ab − 57．　 Ab − 60） は い ずれ も

IgG　1で あり，両者 は 哺乳類 の ChAT とは 交 叉 す る が ，鳥類 以 下 の そ れ とは 交叉 し な い 。 両者とも酵素活性

は 阻害 し な い 。 親和性 の 高い Ab − 57 （K ・ − 3．8 ・ 1。・M −i
） は ．　imm … h】・tti・g 法 ecよ り ChAT の み と結

合す る こ と ， また 免疫組織化学 で．cholinergic で あ る こ とが確立 され て い る L 　L 皿 を 除 くすべ て の 脳神

経核 お よび 脊髄前角の motoneurGn を特異的に 染め る こ とを証明し，　Ab − 57 を 用 い た ACh 作動性 ニ ュー

ロ ン の 免疫組織化学 を 確 立 し得 た 。 ChAT 陽性細胞 の 電顕観察に よ り．　ChAT は 細胞体や 樹状突起に diffuse

に 分布す る こ とがわ か っ た 。 現在，ACh 作動性 ニ ューP ン の 神経内分泌機能へ の 関与を 研究 して い る 。

魚類中枢神経系におけるウ ロ テ ン シ ン H （U 皿）様 ペ プチ Fの 存在 に つ い て

小林裕太 （島根医大 ・医 ・薬理 ），
Karl　Lederis （Ca 置gary大 ・医 ・薬 理 ）

Oceurence　of　 urotensin 　 ll （U 皿）
−like　peptide　in　fish　 central 　 nervous 　sy3tem

YUTA 　KOBAYASHI ，　 KARI 　LEDERIS

　UH は 硬骨魚類尾部下垂体よ り抽出 ・同定 さ れた 神経 ペ プチ ドで 12ア ミ ノ 酸残基 よ りな る。今回 ア ミ ノ 酸残

基 6−11を検出部位 とす る 抗体を得，ua の ラ ジ オ イ ム ノ ア ヅ セ イ （RIA ）を開発した 。 こ の RIA に よ り淡水

産硬骨魚 の ・u ・k・・ （C・t・st ・ mus 　 cemmer ・・ni ），海 産硬骨魚 の P ・ rch （Phac・chit ・・　 ・a ・ca ）・ ax骨魚 の サ メ

（Sgal” s　acanthias ） お よ び ギ ソ ザ メ （Hydrotagus　coUiet ） の 種 々 の組織 に お け る 免疫反応性 U 且様物質 の 分

布を調 べ た 。
sucker や perch で は 尾部下垂体 ・ 尾部神経分泌細胞 の 分布す る脊髄尾部 で 高濃度 の Ufi を 検

出 した他．脊髄 の 他 の 部分．脳 お よ び 脳下垂体 で も U 皿 様物質を 検 出 し た 。perch と sucker の 尾部下垂体

一
偲当 た りの 含量 に は 明 ら か な差 は なか っ た 。一

方，軟骨魚 で も尾 部神経分泌細胞 の 分布す る脊髄尾部の み で

な く．脳や脳垂下体 で も U 皿 様物質が見出され た 。 以 上 の 結果 よ り．U 且 様 物質 の 魚類中枢神経系に お け る

存在 が 示 さ れ た 。

魚類脳内に お け るプロ オ ピオ コ ル チ ン 関連 ペ プチ ドの 局在

内藤延子，中井康光 （昭和 大 ・ 医 ・解剖），高橋明義．川内浩司 （北里大 ・水産）

Immunocytochemistrア of 　proopiocertln　related 　peptides　in　the　te】eost 　 brain

NOBUKO 　NAITo ，　 YASuMITSu 　NAKAI ，　AKIYosHI 　 TAKAHASHI ，　 HIROSHI　 KAwAuCHI

　シ 卩 サ ケ プ ロ オ ピ オ コ ル チ ン N 端 ベ ブ チ ド （sNPP ） お よ び ブ タ ACTH の 抗体 を 用 い ． シ ロ サ ケ・ ニ ジ マ

ス の 脳 を免疫染色 し．反応陽性細胞 お よび線維 の 分布 を 検索 した。両 抗休 に 反応陽性 な 細胞体 は 視床下部外側

隆起核 （NLT ）に 局在 L，時 に 第 1紅脳室中 に突起を 出 して い る 。

一方，　sNPP 抗体 で 検索 した 反応陽 性 線 維

の 分布は ，頭方 は 嗅球 か ら尾方は 脊髄 に 至 る ま で 広 い 範囲 に 渡 り，特 に 間脳 で は ．視床 下 部 お よび 視床 の ほ ぼ

全 域 に お よ ん で い る 。 NLT か ら頭方に 走行す る 線維 は 硯交叉を越 え た直後に ，そ の
一

部が 第 皿脳室視束前陥

凹 の 底部 に 終 宋 し，更 に 前方 に 進む線維 の 多 くは ，終脳腹側野 （V ）お よ び背内側野 （Dm ） に 至 る 。

一
方．

NLT か ら背側 に 向か う線維の
一

部 は 中脳 の 視蓋 に 至 り，一部は 中脳 ・延髄の 被蓋中を 脳 室に沿 っ て 下行す る。

また ，NLT か ら尾方 に 走 る 線維 の
一

部 は ，疲 管嚢を迂回 した後 ， 延髄に 入 り腹側部を下行す る 。 以上 広範な

機能が 予想 さ れ る。
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